
令和７ 年 3 月 21 日

9 時 30 分から 12 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 リトルちゃお（児童発達支援） 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念
障がいのあるなしにかかわらず、かかわりを持つ利用者さんとご家族が、住み慣れたこの地域でいつまでも安心して生活することができるように、地域福祉の推進を目指して活動してい
きます。利用者さんとご家族の基本的人権を尊重し、個々の能力に応じた日常生活に必要な福祉サービスの提供に努め、公平公正な運営を目指します。

支援方針
発達に配慮や支援を必要とする障がい児の心身の特性を踏まえて、その有する能力に応じ自立した日常生活と社会生活を営むことができるよう、個別活動や集団活動を通して支援してい
きます。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

・お子さんの心身の状態をきめ細やかに確認し、平常と異なるサインをみつけた場合は必要な対応をしていきます。
・睡眠、食事、排泄等の基本的な生活習慣を形成し、生活リズムを整えていきます。
・食事、排せつ、睡眠、衣服の着脱、清潔などの基本的な生活技能を獲得を支援していきます。

・遊びの中で体を動かすことを楽しみながら、姿勢保持のための筋力をつけ、上肢下肢の動作を向上させていきます。
・トランポリン、すべり台、巧技台のサーキット等により、様々な感覚を知覚してもらいます。
・お子さんの感覚や認知の特性を踏まえて、感覚の偏りに対する環境調整の支援を行います。

・お子さんの認知の特性を理解し、周りからの情報を適切に処理できるよう支援していきます。
・遊びを通して、物の操作方法や数量、色、形、大きさ、重さ等の概念の形成を図ります。
・情報の取り込み方や認知の偏りに配慮し、適切なコミュニケーションが取れるよう支援していきます。

・お子さんの行動や表情から注目している事象を推測して言葉を添え、具体的な事物と言語の意味を結び付けていきます。
・お子さんの興味に大人が肯定的に注目していくことで共同注意を引きだし、コミュニケーションの土台作りをしていきます。
・音声言語だけでなく、身振りや指さし、ジェスチャー、絵カードなどを活用し、お子さんの発達に合わせたコミュニケーションの方法を見つけていきます。

・特定の大人との心地よいかかわりをたくさん体験してもらい、信頼関係を構築していきます。気持ちが不安定になった時にも、お子さんの気持ちを受け止め、不安を解消する
　お手伝いをしながら、感情のコントロールができるよう支援していきます。
・大人との信頼関係を土台に人への興味を広げていき、模倣行動や並行遊び、共同遊びへとつなげ、社会性を育んでいきます。
・お子さんが自分の得意なことや苦手なことについて理解し、大人の手伝いを受けながら気持ちや行動をコントロールしていけるよう支援していきます。
・お子さんの発達段階に合わせ集団で活動する楽しさを体験してもらい、ルールの理解や相手への意識を深め、仲間づくりに繋げていきます。

主な行事等

季節ごとの製作、畑の野菜の収穫と調理、公園遊び、体育館活動、避難訓練、おやつ作り、流しそうめん、ミニ縁日等

家族支援

・支援場面に一緒に参加してもらい、お子さんの特性の理解や適切な関わり
　方について一緒に考え、助言していきます。
・子育てに関する困り事や不安に対する相談援助を随時行います。
・保護者同士の交流の機会を提供したり、研修等を行います。

移行支援

・家族への情報提供を行います。
・併行利用している園と情報共有の場を持つようにし、連携して支援
　していきます。
・地域の施設等を利用する機会を持ち、地域住民との交流を図ってい
　きます。

地域支援・地域連携

・お子さんが一貫した支援を受けられるよう、関係機関との情報共有や
　支援の調整、相談を行います。

職員の質の向上

・定期的に職場内の研修を実施。外部研修の受講も奨めます。
・職員の資格取得のサポートを行います。
・日々の支援の振り返りを確実に行い、改善点を共有し、チームで
　より良い支援を考えていきます。


